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ＴＡＴ検査における検査状況の効果

StuationallnfluenceontheTATResponse

黒田浩司

Ｂｉﾉﾌﾞ､OSﾉｶﾉＫ〕"り〔ﾉα

ThisstudyinvolvedtheprojectivemeasurementofexperimentallyindL1cedlevelofsex

motivationaI]ｄａＩｃｏｈｏＩｄｒｉｎｋｉｎｇ・Ｕｎｄｅｒｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓexualmotivationwas

arousedbyporｎｏｇｒａｐｈｉｃｖｉｄｅｏａｎｄｕｎｄｅｒｃｏｎｔｒｏｌｃonditionslidesofstreetsceneswｅｒｅｕｓｅｄ

ＴｈｅＴＡＴｓｔｏｒｉｅｓｗｅｒｅａｎａ]ａｙzedformanifestsexuaIimagery、

ＴｈｅｒｅｓｕｌｔｓｓｈｏｗｅｄｔｈａｔｕｎｄｅｒｎｏｒｍａlconditionssexualyarousedSsexpressedlesssexual

responsesintheＴＡＴｓｔｏｒｉｅｓｔｈａｎｄｉｄｔｂｅｃｏｎｔｒｏｌgroupe、Underconditionsofa1coholthese

resuItswerejustthereverse、SexualyarousedSsshowedsignificantlymoresexrespoｎｓｅｓ

ａｎｄｔｈｅｃｏｒｌｌｅｎｔｓｏｆｓｅｘｒｅｓｐｏｎsesweremoreabnormal，ＳｓａｃｑｕａｉｎｔｅｄｗｉｔｈＥｅｘｐｒｅｓｓｍｏｒｅ

ｓｅxrespon二ｅｓｔｈａｎｓｔｒａｎｇＳｓ、ＳｅｘｕａｌｉｍａｇｅｒｙｉｎｔｈｅＴＡＴｓｔｏｒｉｅｓｓｈｏｕｌｄｂｅinterpretated
inconsiderationofvarioussituationalinfluences．

ＴＡＴは投影法の心理検査である。投影法とはまさに

投影(projection)という自我機能のコントロールがあま

り働かない状況において，その人らしい反応がより生の

形で得られるとされている。しかし投影法の心理検査に

おいては被験者の反応が生ずる過程や検査者が解釈をお

こなう過程があいまいであり，その解釈が科学的でない

という批判も多く示されている。また，被験者の示す反

応が本当に被験者の投影によるものなのか，それとも検

査状況や検査前の体験・経験や検査者の言動によって引

き出されれたものなのかの区別がはっきりしていない。

ロールシャヅハ・テスト，ＰＦ検査などにおいては反応

の処理・整理方法が標準化されており，検査状況・検査

施行方法の効果などの実験的な研究が多くおこなわれて

いるが，ＴＡＴにおいては共通の解釈法が明確でなく，

検査状況などを扱った研究は非常に少ないのが現状であ

る。

本研究においてはＴＡＴ検査における検査状況の効果

を検討する。ＴＡＴ検査を施行する前に性的なarousal

を高めることによって，また検査時にアルコールを欧)Ⅱ

していることによって物語の中に承られる性的な反応の

頻度がどのように変化するかを検討する。心理検査にお

ける性的な反応の解釈については議論の多いところであ

る。ロールシャッハ・テストにおいては性反応(sex)は

通常の検査場面において正常成人に見られることはほと

んどなく，緒神分裂病患者にやや多く見られ，（１）性的

な悩糸の存在や性的関心の強さ，（Ⅱ）社会的規範の無視，

(Ⅲ)退行の機制を示すとされている(高橋・北村,1981)。

しかし，一方で性反応は被験者が検査者の友人である場

合にも生じやすくなるとされており(高橋・北村,1981)，

また検査者と被験者の性別の組み合わせによっては性的

な反応が促進されたり，抑制されたりすることも示され

ている（Curtis＆Ｗｏｌｆ（1951)，Clark（1952)，Rabin，

Nelson＆Ｃｌａｒｋ(1954))。また，性的な欲求を実験的に

喚起させたClark(1952),Rabin,Nelson＆Clark(1954）

でば，性反応は性的な欲求を喚起させることによって単

純に燗卯するわけではなく，被験者の非悠感の程度や倹

交者の性別によって様とに異なってくることが示されて

いるｃ

本研究は』１膳本的にはClark(1952)のパラダイムにのっ

とって実験をおこなったが，Clarkが独立変数としては
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た後にＴＡＴ検査を施行されるが，スライドを評定する

前に検査者は被験者にビールを出し「まあビールでも

飲象ながら気楽に評定して下さい」と伝え，被験者はビ

ールを飲用しながら評定をおこなう。ビールの飲用は

ＴＡＴ検査終了までの約40分の間で大ピン２本（約1300

cc）以内とされ，飲用のペースは被験者自身に任せた。

(3)ｖ条件（ビデオのみ条件）

被験者はポルノ・ビデオの性的な場面の評定をおこな

った後にＴＡＴ検査を施行される。性的な場面４場面は

－場面づつ呈示され，各場面を呈示し終わったところで

Ｔａｂｌｅｌの20の形容l;ilがその場面全体の感じにどれくら

いよくあてはまるかを５段階で評定させた。

(4)ＶＢ条件（ビデオ．ビール条件）

被験者はＶ条件同様にビデオで性的な場而の評定をお

こなった後にＴＡＴ検査を施行されるが，ＳＢ条件と同

様にビデオの場面を評定する際にビールを飲用する条件

で実験をおこなった。ビール飲用の条件・状況はＳＢ条

件に準ずる。

（５）Ｆ条件（お友達条件）

この条件は被験者が検査者と親密度の高い被験者が実

験に参加すること以外はＳ条件と同じである。

ＴＡＴ検査はスライドあるいはビデオの評定の終了後

すぐに実施された。６枚のＴＡＴ図版の呈示順序はラテ

ン方格配置にもとづくランダムな呈示順とされた，ＴＡＴ

検査の教示は以下のようになされた。

教示：これからあなたに６枚の絵を見せます。その絵

をみてお話をつくってください。６枚全部の絵で続いた

お話をつくる必要はありません。絵をぷて心に浮かんだ

通りにお話をつくって，話して下さい。

ＴＡＴ物語は被験者が口頭で話し，テープ．レコーダ

ーに録音された。被験者の反応に対して検査者は結末や

未来（これからどうなりますか）や登場人物に関する質

問（この人はどんな人ですか）はなるべくさしひかえた

が，被験者の反応が単純な状況説明にとどまった場合，

例えば図版３ＦＧで「女の人がドアのところで泣いてい

る」で反応が終了してしまった場合には「もう少し詳し

く説明してください」と教示を付け加えた。

もちいなかった検査者と被験者の関係（親密度）を新た

に変数として加え，さらに反応の内容や反応開始時間な

どに関しても分析をおこなった。

方法

1．被験者

１００名の男子大学生が被験者として本実験に参加した。

被験者の年齢は19～26歳（平均21.7歳，標準偏差1.16)。

被験者全員がＴＡＴ検査を初めて受けるナイーブな被験

者であり，ＴＡＴ検査に関する若干の知識を有する被験

者も何名か含まれているが，ＴＡＴ物iMiの解釈法などに

ついては何の知識も持たない被験者である。100名の被

験者のうち80名は検査時に初めて検査者と面識をもつ，

検査者との親密度の低い被験者であり，残りの20名は検

査者と同じ研究室・実験室に出入りをしていたり，検ＩｌＥ

者が実験指導などをおこなったことのある，検査者との

親密度の高い被験者である。

2．刺激

非性的刺激：道蹄風般のスライド10枚。

性的刺激：ポルノ・ビデオの性的な場面（４場面）を

編集したビデオ（所要時間約10分)。

検査刺激：マーレー版のＴＡＴ図版より3FG,4,6ＢＭ，

10,13ＭF，１４の６枚の図版。

3．手続き

被験者100名のうち検査者との面識のない被験者80名

は20名づつ，Ｓ条件，ＳＢ条件，Ｖ条件，ＶＢ条件の４

グループに分けられる。検査者との而誠のある20名の被

験者はＦ条件とされ計５つのグループがつくられた。各

条件における実験手続は

(1)Ｓ条件（スライドのみ条件）

被験者は道路風景のスライド10枚について評定をした

後にＴＡＴ検査を施行される。スライドは一枚づつ呈示

され，被験者はＴａｂｌｅｌに示されている20形容詞がそ

の風景にどのくらいよくあてはまるかを５段階で評定す

る。

（２）ＳＢ条件（スライド・ビール条件）

被験者はＳ条件同様にスライド10枚の評定をおこなつ

Table1．評定にもちいられた形容洞

１
粗雑な

きめの細かい

おとなしい

健康な
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明るい
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恥しい

汚れた
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ビール飲用量は実験の変数としてコントロールするこ

とはできなかったが，飲用量の少ない被験者で約400cc．

多い被験者で約1300ｃｃとなった。ＳＢ条件，ＶＢ条件

においてビール飲用を拒否した被験者は一名も見られな

かった｡

ちいた。ＳＢ条件ではＳ条件の１．５倍の性反応が見られ

ておりビール飲用によって性反応が促進される傾向がみ

られたが有意差を示すには至っていない。ビデオによっ

て性的な欲求が喚起されたＶ条件では有意差はぶられな

いものの，性反応が抑附Ｉされる傾向が承られている。一

方，性的な欲求を喚起されて，なおかつビールも飲用し

ていたＶＢ条件においては他の条件に比較して性反応の

頻度が高く，ＳＢ条件以外のすべての条件との間に有意

差が糸られた゜ビデオ観察によって高められた性的欲求

がＴＡＴ物語にのなかに表現されるかどうかはビールを

飲用するかどうかによって大きく異なってくることが示

された。Ｆ条件においてはほぼＳＢ条件と同様の数値が

得られ，検査者と被験者との親密度が高いということは

性反応を促進し，ビール等のアルコール飲用が検査者と

被験者の親密度を高めるのと同様の効果をもたらすとい

える。

Ｔａｂｌｅ３は各条件において性反応を示した被験者数を

示したものである。ここで興味深い点はＳＢＶＢ，Ｆ条

件とも性反応を示した被験者数はほぼ等しく，ＳＨＦ

条件においては被験者が性反応を示したとしてもｌ～２

回なのに対してＶＢ条件においては２～３回示す被験者

が多いということである。つまりこれはビール飲用条件

において性的な欲求を喚起させられている場ｆＴには性反

応を示す被験者が増大するだけではなく一被験者あたり

の性反応の頻度も高くなるといえる。

Ｔａｂｌｅ４には各図版における性反応数の内訳が示され

ている。ここから明らかなのは13ＭＦカードにおいて多

くの性反応がみられることと，ＳＢ,ＶＢ,Ｆ条件におい

てば13ＭＦカード以外の図版で性反応がゑられるように

なっていることである。

結果

(1)性反応の頻度について

各条件において，各被験者がそれぞれの図版のＴＡＴ

物語のなかで性反応を示したかどうかが判定された。性

反応の操作的な定義としては

〔l〕男女の性交状況を直接的あるいは間接的に表現し

たしの。

〔2〕同性愛，自慰．性的倒錯，窃視，フェティシズム

の状況を表現したもの。

とし，単なる親愛の情をこめた抱擁は登場人物がいかな

る場合においても（例え夫鮒・恋人同志であっても）除

外した。また，被験者の反応が性的なものであるのか，

それとも性交などをともなわない親愛的なものであるの

かがあいまいな場合には，その点がり]らかになるように

実験終了後被験者にlimI1Uした。一つのlXl版において二つ

以上の物語を示す被験者もlIf千名見られたが，性反応を

一つの図版で二つ以上示す被験者は見られなかったの

で，６図版中いくつの図版において性反応を示したかが

各被験者の性反応の瀕度とされた。

Ｔａｂｌｅ２は各条件における性反応の平均狐度と，その

組承換え法（試行数1000回）による検定の結果である。

組承換え法とは分布を仮定しない特殊な検定法であり，

詳細はDiaconis＆Efron(1983)，【'｡谷（1983）を参照さ

れたい。今回の実験においては従属変数がＯから６まで

の整数という特定の値しかとらないためこの検定法をも

Table２．名条件において性反応の平均数とその検定

凰承換え法による検定結果（有意水準

ヨ
】

①

② 、－０７６

、
し

[Ｌ２Ｒ

【1４８

Ｒ
】

*＊ｐ＜０．０１＊Ｐ＜0.05

条件 mlz均性反応数
組承換え法による検定結果（有意水準）

Ｓ ＳＢ Ｖ ＶＢ Ｆ

①Ｓ条件

②ＳＢ条件
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Table3・各条件において性反応を示した被験者数

2０

圧Ｂｉ

条件

①Ｓ条件①Ｓ条件 1０ ６ ４ 0 10 2０

②ＳＢ条件②ＳＢ条件 ７ ６ 1４ 2０

③Ｖ条件③Ｖ条件 1２ ６ ２ ０ ８ 2０

④ＶＢ条件

⑤Ｆ条計

④ＶＢ条件 ７ ３ ５ ５ 1３ 2０

７ 1３７ ４ ２ 2０

58111004２ 2９ 2１ ８

(単位：人数）

Table４．各図版における性反応の出現数

F1

L」

１
－
４

７
凸

②ＳＢ条
Ｆ１

L｣

r1

L」 L｣

④ＶＥ

Ｐ
－
Ｉ
Ｌ

ロ

⑤

べき点はアルコール飲用条件（ＳＢＶＢ）においてアブ

ノーマリティの高い性反応が多くみられており．その頗

向はＶＢ条件において特に顕著である。Ｆ条件において

はＶＢ条件ほどではないがやはりアブノーマリティの高

い性反応が多く示されるようになっている。アブノーマ

リティの高い性反応はＳ条件，Ｖ条件ではほとんど承ら

れていない。また，Ｖ条件においては通常なら多くの性

反応が得られる13ＭＦカードにおいても性反応を示す被

験者は少なく，肉親や近親者の死や病気などのテーマの

物語が他の条件に比較して多く承られた。以上のことは

〕'１常なら抑iljllされしまうような性反応がアルコール飲用

時や検査者と被験者の間柄が親密な場合にはあまり抑制

されないで表出されることを推測させる。

(3)反応時間について

図版を被験者に呈示してから被験者が物鍋を話し始め

るまでの時間を反応時間として分析をおこなった。Ｆｉｇ．

１に示されているのはＦ条('１;を除く枡条件の1z均反応時

(2)性反応の内容について

Ｔａｂｌｅ５に示されているのは各条件においてＴＡＴ物

語の中にみられた性反応を性的倒錯，同性愛，フェティ

シズムなどの表現が含まれるアブノーマリティの高い性

反応と通常の性反応にわけた結果である。ここで注l'す

Table５．性反応の内容

罰|通藤

④ＶＢ

⑤

条件
図版

３ＦＧ ４ ６ＢＭ 1０ １３ＭＦ 1４

計

①Ｓ条件 0 ２ 0 ３ 1０ 0 1５

②ＳＢ条件 １ ３ 0 ５ 1３ ０ 2２

③Ｖ条件 ０ ２ 0 ２ ６ ０ 1０

④ＶＢ条件 ３ ６ １ ５ 1３ ２ 3０

⑤Ｆ条件 １ ３ ０ 一。 1２ ０ ２１

,il． ５ 1６ １ 2０ 5４ ２ 9８

①Ｓ条件 １ 1１

②ＳＢ条Ifl： ５ 1７

③Ｖ条件 ０ 1０

④ＶＢ条件 1４ 1６

⑤Ｆ条件 .’ 1７

計 2４ 7４ 9８

条件 ||麟闘|邇離応||:'１
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反応が性反応であるかどうかによって反応時間の相違

を比鮫したところ，ｓ条件では性反応の方が反応時間は

長いがＳＢ条件では逆の傾向を示し，Ｖ条件では非性反

応の方が反応時間が長いがＶＢ条件では逆に性反応の方

が反応時間が長くなるなど複雑な傾向が糸られた゜

Ｖ

1８
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晩
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餌

考察

本研究の結果，以下のことが明らかとなった。

(1)ＴＡＴ検査時にアルコールを飲用している場合，

ＴＡＴ物語の中に性的な反応を示す被験者が多くな

る．

(２１ＴＡＴ検査の前に被験者に性的な刺激を見せると，

ＴＡＴ物語の中に示される性的な反応はかえって抑

制され，性的な反応を示す反応を示す被験者は少な

くなるが，同時にアルコールを飲用している場合に

は性的な反応は促進され，被験者はより多くの性的

な反応を示すようになる。

(３１検査者と被験者の親密度が高い場合には，被験者が

アルコールを飲用している場合と同様に性反応が促

進される。

(4)ＴＡＴ検査時にアルコールを飲用していることは性

反応の出現を促進するだけではなく，反応の質的な

祁分にも変化をもたらし，性反応の内容のアブノー

マリティが高くなる。

(5)アルコール飲用は反応M1始までの所要時間を短縮す

る。ただしこれはＴＡＴ図版や反応が性反応である

か非性反応であるかなどの種々の状況によって異な

ってくる。

これらの結果はClark（1952）などの従来の結果とよ

く合致しており，実験的に被験者の性的な欲求を喚起す

ることによって性反応は単純に増大するのではなく，検

Ｂ

ＶＢ

1２

NoAlcohol

Alcohol

Fig．Ｌ各条f|:におトナる反IL1時間

間をプロットしたものである。このグラフからも明らか

なように通常はスライド条件よりもビデオ条件の方が反

応時間が長く，各条件ともビールを飲用することによっ

て反応時間が短縮される傾向があり，その程度はスライ

ド条件よりもビデオ条件の方がより顕著である。このこ

とはＴａｂｌｅ６に示される分散分析からも明らかであり，

先行刺激条件（スライドかビデオか）とアルコール条件

に有意な主効果が生じており，この２要因の交互作用が

有意差を示している。また分散分析の結果，図版に有意

な主効果が認められるｃこれは13ＭＦカードが他のカー

ドに比較して反応時間が長いことを反映している。

Table６．反応時間による分散分析

要因 平方和｜自由度｜平均平方和’Ｆ値

Ａ：スライド・ビデオ

Ｂ：アルコール

Ｃ：図版

交互作用ＡｘＢ

ＡｘＣ

ＢｘＣ

ＡｘＢｘＣ

誤差

３１０．２１

１１１６．２０

６１３６．５５

５６７．８５

１００．７６

４８６．１３

82.91

23984.60

利
上
Ｔ
ｌ
｜
、
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
〈
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、

川
生

３１０．２１

１１１６．２０

１２２７．３１

５６７．８５

２０．１５

９７．２０

１６．５８

５２．６０

５．９０

２１．２２

２３．３３

１０．８０

０．３８

１．８５

０．３２

ｐ＜０．０５

ｐ＜０．０１

ｐ＜０．０１

ｐ＜０．０１
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査状況や被験者の性格特性，検査者との間柄などによっ

てさまざまな様相を呈してくると言える。Clark（1952）

やRabin,Nelson＆Clark（1954）は罪悪感の観点から

考察している。心理検査における性反応の意味というの

は冒頭でも述べたが,議総の多いところである。しかし，

性反応に関する実証的な研究は数少なく，意味追求が現

在の研究の中心となっている。今後は被験者の反応が生

起してくるメカニズムを解明し，様々な状況を考慮した

moderateな解釈法を検討していくことも必要であろう。

要約

１００名の男子大学生に通常の条件あるいはアルコール

を飲用している条件において，(1)道路風景のスライド

を観察する，または(2)ポルノ・ビデオを観察した後

TAT検査を施行した。その結果，通常の条件ではＴＡＴ

検査前にポルノ・ビデオを観察すると性的な反応はかえ

って抑制されるが，同時にアルコールを飲用していると

性的な反応は促進され，性反応の内容も性的倒錯やフェ

ティシズムなどのアブノーマリティの高いテーマが多く

含まれる傾向が承られた。また，アルコールを飲用して

いなくても被験者が検査者と親密な場合にはやはり性的

な反応が促進されることが示され，ＴＡＴ検査において

性的な反応の解釈をおこなう場合には検査前の経験や検

査状況，検査者と被験者との関係などを充分に考感する

必要があるといえる。
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